
令和５年度 第４回 庄内学園学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 
１ 開 催 日 時  令和５年２月１９日（月） １４時００分～１５時４０分 

２ 開 催 場 所  庄内学園 会議室 

３ 出 席 委 員  日置宇津広 佐藤和彦 木村裕子 山中千惠子 德増祐志 山本真哉 

後藤いづみ 荻 靖義 宮本優子 花島紳吾 

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ   藤田直広（庄内協働センター所長） 

４ 欠 席 委 員  佐藤眞悟 窪田茂樹 日置 覚   

５ 学   校   石田直美（校長） 榊原秀洋（教頭） 横山勝之（教頭）  
中嶋恵美（主幹教諭） 古橋美樹（ＣＳディレクター） 

６ 傍 聴 者  なし 

７ 会 議 録 作 成 者  古橋美樹（ＣＳディレクター） 

８ 議長の選出 

議長の選出については、第１回の会議にて会長から今年度は德増委員を推挙する旨の発言が
あり、全員異議なくこれを承認している。 

９ 第３回学校運営協議会の確認 

10 協 議 事 項 

（１） 学校関係者評価について 

・育てたい子供像について 

・いじめ防止基本方針について 

（２） 次年度の学校運営基本方針について 

（３） 学校運営協議会自己評価について 

（４） 夢育やらまいか事業について 

12 会議記録 

司会から、委員総数13人のうち10人の出席があり、過半数に達しているため、会議が成立し
ている旨の報告があった。 

（１） 学校関係者評価について 

 中嶋より資料１、スクリーンに沿って「育てたい子供像・いじめ防止基本方針」について説
明があった。 

 12月に行われた児童生徒・保護者・教職員対象の学校アンケートで育てたい子供像について
評価をし、作成したアクションプランについて熟議しご意見をいただきたいとの発言があり、
議長の指示により各チームに分かれ話し合いが行われ、以下のような発言があった。 

TEAM笑・命…「困難に打ち克ち、たくましく生きている」という質問はどんな状況なのかイメー
ジがしにくい。保護者と教職員とで思っている状況にずれがあるのでは。    
紙面やさくら連絡網では伝わりにくいので、懇談会にて教員と保護者との話し合い
を大切にする。直接言葉で伝えてほしいと思う。 

教員と保護者のつながりを深くしていく。そのためには懇談会の出席率を上げるた
めの工夫をしなければならない。参観会だけで帰ってしまわないように考える必要
がある。例えば、参観会→懇談会→引き渡し訓練の順にするなど。（山本委員） 



TEAM学…今年は中学校の生徒たちが計画した放課後学習があった。今までは先生が計画し、
プリントを用意する補充学習であった。子供たちの希望する学習支援をするのが大
事である。 

    わくわく教室（小学校算数の学習支援）小学校のうちに計算力がちゃんとないと、
中学校の数学で大変になる。計算の大切さを理解し、家庭でも頑張ってほしい。大
切さを伝えることが必要。                （佐藤和委員） 

TEAM心…アクションプランについて、内容の項目によってはそれが何を目的としているのか
わかりにくいところがある。小学生・中学生にとってどんな成果があるのかを書い
てほしい。先生たちは子供の状況を分かっているのでイメージができているのでし
ょうが。 

「困難に打ち克ち、たくましく生きている」へのつながりがアクションプランからイ
メージできない。                     （山中委員） 

（２） 次年度の学校運営基本方針について 

石田校長より資料２・写真に沿って次年度の経営構想案について説明があり、委員に
意見を求めたところ以下のような発言があった。 

    ・未来研究所は生徒発案で盛り上げている授業なので、もっと保護者への情報発信の場
を設ければアンケート結果のように保護者と教職員の認識の差が出なかったのではな
いか。紙だけでは伝わりにくい。 （日置宇委員） 

・アクションプランに、期待される効果の項目が欲しい。（日置宇委員） 

    ・中部学園は初等部・高等部の６・３制なのに、なぜ庄内学園は４・２・３制なのか？ 

                                   （山本委員） 

     全国的には中１ギャップを防ぐため４・３・２制が多い（石田校長） 

     庄内学園は中学から村櫛小の児童が入ってくるため小・中で分けたと記憶している
（徳増委員） 

    ・小学校が３・３ではなく４・２なのはなぜ？（中山委員） 

     いわゆる「９歳の壁」、「１０歳の壁」というものがあるといわれている。心理学的
にも医学的にも変化のある年齢といわれているため、そこで分けてきたと思われる。
（石田校長） 

・資料はイラストを使うなどして保護者にもわかりやすくしてほしい。（徳増委員） 

次年度の経営構想案について、全員異議なくこれを承認した。 

（３） 学校運営協議会自己評価について 

日置会長より、資料３・別冊に沿って説明があった。 

（４） 夢育やらまいか事業について 

横山教頭より資料沿って説明があった。 

13 その他の報告・連絡事項等 

   校長より、休日の中学校部活動の地域移行、創立１０周年記念式典について説明があった。 

   司会の中嶋より、コサージュづくりボランティア・卒業式案内について連絡があった  

次年度の会議日程について報告があった。 


